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大阪北野病院皮膚科泌尿器科(科 長 原日泰彦博士)・

中 野 富 夫

結 言

膀 胱 結核 の発 生 と進 展 は常 に必 ず し も一 様

で は な く,個 体 に依 つ て種 々の 異 つ た態 度 を

示 して い る.例 え ば 臨床例 に 於 て 腎臓 には 高

,度の結核 性 病 変 が 存 す る に拘 らず 膀胱 の病 変

は極 め て軽 微 な る ものが あ り.又 之 と反対 に

腎臓 病 変 は軽 微 な る も膀 胱 病 変 は 高 度 な る も

のが 存 す る.斯 くの如 き個体 に よ る相 違 は,

之 を もた らす と ころの何 らか の理 由が 存 す る

ため と老 え られ る.之 等 の関 係 を究 明 す る た

め に種 々 の基 礎 的 研 究 が 必 要 で あ る・ そ の 中

で も病 変 と結 核 ア レル ギー.Shwartzman反

応及 び混 合 感染 等 との関 係 は特 に有 意 義 な も

の と老 え られ る.余 は 実験 的 膀 胱 結核 の病 理

組織 像 と之 らの諸 因子 との関 係 に就 て柳 か 検

討す る所 が あつ た ので 鼓 に報 告 す る.

第1章 感 作 家兎 に 於 け る實 験 的

膀 胱結 核像 に就 い て

人体に於ける腎・膀胱結核はその個体 内の他臓器主

として肺の結核病竈 より二次的に感染・発生する.即

ち個体の結核アレルギー下に於 い て発生 して来 るの

である・本章に於いては,結 核感作家兎に於ける膀胱

結核像が・非感作家兎に於けるそれと如何なる相違を

示す ものかを検討 し・膀胱結核に於ける結核 アレルギ

ーの意義 に就いて考察 を加えた。

實駿1塗 布棲種による實瞼

實瞼方法:体 重2・5kg・ 内外の雄性家兎4匹(Nr,

26・27・28・29・)を使用 し,そ の 内Nr.26 、28の

2匹 の脊部皮下に人型菌1/10mg.を 注入接種 し,3

週間後ツペルクリン反応陽性化を侯つて,人 型菌1/1

Omg.を 膀胱後壁粘膜に塗在接種 する,Nr・27・29

の2匹 は非感作の盤で同様後壁粘膜 に人型菌1/10

mg.を 塗布接種 する.か くしてNr・26・27・ は菌接

種後3日 目に,Nr.28.29は 接種後30日 目に夫

々空気栓塞法にて驚死せしめ剖検観察 した・

實駿成績lNr・26:(写 真8}膀 胱粘膜 の変化 とし

ては,接 種部位を中心どしてかなり広範囲に亘つて・

著萌に充血且浮腫性腫脹 を認めた・組織学的には主と

して粘膜下浅層部に多数の多核白血球及び単球・組織

球等び広範囲に亘 る禰漫性浸潤を認 め、且血管の著明

な拡張充盈・結締織 の膨化やエオジンに淡紅染 する滲

出液の組織内浸溜等可な り高度の浮腫像が見 られた'

Nr,27:(写 真7.)膀 胱後壁粘膜には肉眼的に,充

血,浮 腫性腫脹を認めたが,Nr・26に 比べて軽度で

あつた・組織攣的には粘膜下浅層部 に多核 白血球及び

円形細胞か ら成る軽度の醐漫性浸潤 が 認 められた ・

亦毛細血管の拡張及び 滲出液 の 組織 内浸潤像 を認む

るも,Nr.26に 比 して軽度 であつた.

Nr.28:肉 眼的には後壁粘膜に軽度 の 充血 を認め

る以上に特記すぺ き変化はなかつた・組織学的には粘

膜下浅層部に軽度の小円形細胞浸潤 を認め,且 類円形

の小類上皮細胞結節が見られた・亦血管には軽度の拡

張像が見 られ・血管周囲には軽度の円形細胞浸潤が認

められた・

Nr,29=肉 眼的には後壁粘膜に充血,浮 腫性腫脹,

浸潤性変化 を認め・ その 中心部では粘膜に軽度の潤

濁性変性が見られた・組織学的には主に粘膜下浅層部

に主として淋巴球 より成 る小 円形細胞 の礪漫性浸潤

を認め・処々に類上皮細胞結節が見 られた・周辺部で

は血管の拡張・充盈が見 られ,且 滲出液の組織内浸潤

が見られた・

買騒2・ 注入接腫に俵 る實瞼

實強方,去成熟雄性家兎4匹(Nr・30・31・32・3'3・)

を使用 し,Nr.30,32の2匹 には実験1に 於ける
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写 真 一

鰹"

㌦煮
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非感作家兎Nr・27の 塗布接種後 日目の

標本である・粘膜上皮は一部脱落 して配列は

不規則である.

粘膜下浅層部から粘膜上皮細胞 に か けて小

円形細胞及び多核白血球の浸潤が見 られる

亦粘膜下層部では毛細血管の拡張,充 盈像が

認められ・滲出液 の組織内浸潤像が認められ

る.

写 真9,

非感作家兎Nr.31の 注入接種後2日 目の

標本である.

粘膜上皮細胞 は 完全 に脱落する・粘膜下層

部,主 に血管周辺部に多核白血球及単球・組

織球等の遊走細胞の浸潤が見 られる・即ち異

物性炎の像 を示して居 る.

写 真8,

感 作家 兎Nr.26の 塗布接 種 後3日 目の標

本 であ る.

静脈 の著 明な拡 張,充 盈 を見,粗 懸 結締織 は

膨 化 し疎 とな り,滲 出液 の組織 内浸 潤等 著 明

な炎 症性浮 腫像 を示 す.亦 動脈 周 囲には 細胞

浸潤 が 見 られ る.

即 ち著明 な ア レノレギー性滲 出炎 の像 で あ る・

(Koch現 像).

写 真10.

;・ レ 藏

難無
『

}.い

.で

感作家兎Nr.30の 注入接種後2日 目の標

本である.

粘膜上皮は脱落消失 している,粘 膜下層部に

境界の明確なる壊死竈あ り,これは無数の多

核 白血球及その他の遊走細胞か らな る もの

である.

壊死竈の周辺部の小血管は拡張 し・且粗懸結

締織線維は膨化 し 疎 となつて浮腫像を示 し

てい る(Koch現 像〉,
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写 真ll.

非感作家兎Nr.33の 注入接種後50日 目の

標本である・

粘膜下層部 に 薯 明 な禰 漫性 の小円形細胞

浸潤があ り,毛細血管の拡張充盈 及び増殖

が見 られる・滲出液浸潤像は見られない・

即ち滲 出性炎像 を示す.

写 真12.

感作家兎Nr・32の 注入接種後5u日 目の

標本である・

粘膜下層部に広範囲の著明な 壊死竃(B)を

認め,中 心部には遊走細胞の破砕核片が無数

に認められる,

壊死竈の周囲には 結締織の増殖(A)が 明ら

かに認められ,之 れ を包埋 している.

と同様感作するNr.31.32・ の2匹 は 非感作の鰹

とし,夫 々膀胱後壁部粘膜 に 結核菌1/10mg・ 宛注

入接種 した.か くしてNr・30・31は 接種後2日 目

に,Nr.32.33.は 接種後50日 目 に剖検 し・膀胱

病変を観察 した・

實籔成績:Nr,30(写 真10)膀 胱後壁部粘膜に約

栗粒大の淡黄色の膿胞様変化を認 め・その周辺部粘

膜には環状の浮腫性腫脹及び充血を伴つていた・組織

学的には粘膜下層部に境界明 らかなる無数 の多核白

血球 より成 る壊死竈が見 られ・この周辺部は組織が疎

となり且 血管拡張が認められ,浮 腫像を示 した.亦

壊死竈の周 囲には淋巴球の浸潤 を認めた.'

Nr.31.(写 真9)後 壁粘膜には尚肉眼的に結核性

変化が見られず,軽 度 の凋濁性変性を認 めたに過ぎな

かつた・組織学的には無数の多核白血球及び単球,組

織球等の境界不明な禰漫性の浸潤竈が見 られた・浮腫

像は認めなかつた.

Nr.32:(写 真12)肉 眼的変化としては後壁部粘

膜に凋濁性変性 を示 し且・ 小豆大 の 結節形成を認め

た・充血・浮腫性腫脹は著明でない・組織学的には粘

膜上皮は脱落消失 し粘膜下層 に は広範な壊死竈形成

が見られ,そ の周囲には結締織線維の増殖が著明で,

比較的境界が明らかである 壊死竈の中心部は遊走細

胞の破砕核片が無数に認め られた・

Nr,33'(写 真11)肉 眼的には後壁部粘膜 に 徴小

結節を多数集籏性に認め,軽 度の充血,浮 腫性腫脹を

伴つていた・組織学的には粘膜上皮は脱落消失 す・粘

膜下層には小円形細胞の著明な禰漫性浸潤があり・且

毛細血管の拡張増殖像が見られた・亦粘膜下深層部に

は類上皮細胞結節 が処々に認め られた・

総括 並 び に考 按

以上実験1,2の 成績を総括すると,感 作

家兎に於いては,

1)注 入接種 の場合 も,塗 布接種 の場合

も接種後2,3日 目では,非 感作家兎に比較

して膀胱の変化は充血,浮 腫性腫脹,細 胞浸

潤等の変化が著明に且,広 範囲に亘つて認め

られ,又 速かに壊死竈 を形成した.即 ち著明

なアレルギー性滲出炎像が認められた.

2)接 種後30日 目及び50日 目で は充

血,浮 腫性腫脹は消退して,非 感作家兎に比

べて軽度であ り,目 壊 死竈の周囲には結締織

の増殖 が 明らか とな り,増 殖性変化 を 示し
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た.

次に非感作家兎に於いては,

1)塗 布接種後3日 目 では 充血,浮 腫性

麟 等め変化を後壁粘膜に認めたカ・・感綜

勇に比較して軽度であつた・又注入接種後2

日目では後壁粘膜に軽度の淘濁性変性を認め

たのみであつた・しかして組織学的には無数

の多核白」血球 より成る浸潤を認め,そ の周辺

部には単球,組 織球等の遊走が見られた,即
　

ち異物性炎の像を示 した・
ぐ'2)塗 布接種後30日 目では肉眼的

に後壁

粘膜に充血,浮 腫性腫脹及び浸潤性変化を認

め注入接種後50日 目では結核結節の形成を

見た・組織学的には粘膜下層部に小円形細胞

の禰漫性浸潤を認め,且 類上皮細胞結節が見

られた・周辺部では毛細血管の拡張及び増殖

が見られた・感作家兎に比較して増殖性変化

は弱かつた・即ち感作家兎に於いては,再接種

後早期の膀胱変化は,非 感作家兎に比 して遥

かに著明な充血及び浮腫性腫脹を呈し,且 早

期に壊死竈を形成するが,再 接種後30日 目

或は50日 目では著明な充血及び浮腫性腫脹

は見られず,非 感作家兎に比して明らかに増

殖唯変化を示す様になる.之 れは感作家兎に

於いては,膀 胱再接種に依 りtKoch現 象が

起こり,急 激に著明なアレルギー炎が成立す

るが,や がて増殖陛変化が起こり滲出炎は増

殖炎 となる.

非感作家兎の膀胱初接種 の場合は初めは先

づ異物性炎が成立し,単 なる異物に対する反

応像を示すに過ぎないが,次 第に抗体が産生

されるに従つてアレルギー炎が成立 し,変 化

は漸次増強進展する.

従つて結核アレルギー下に於いては,膀 胱

の結核性変化は早期に於いては著明な滲 出性

炎が成立し,速 かに壊死竈を形成するも,後

期の変化は一般に増殖性変化を示し,免 疫的

に発展すると言う事が出来る・

古来結核アレルギー と結核免疫 との関係に

ついては論争が多 くBessaU(t925),Hensel

(939)ぽ ツベ ル ク リ ンア レル ギー と 結核 防

禦 とを 同一 視 し て,結 核 ア レル ギー 即 ち結 核

免疫 とした.之 れ に反 し てPinner,Rots一

child,Frledenwald,Berustein,Rich,

Nage1,Ickert,Seiffert.等 は,結 核 ア レル

ギ ー と免 疫 とは 全 く異 な る も の とし,Cal-

mett、Bordet,Boquet,Selter,Br.Lange,

Beitzke等 は,密 接 な る関係 あ る こ とを承 認

し て い る.亦 一 方Kallosu.Kallos-Def「ner

は結 核 ア レ ル ギ ー と 結核 免 疫 の 両 者 を,

allergischeSymptomenKomplexな る呼

梢 の下 に 包括 し,Kleinkertはallergische

Imnuniti'tな る 語 を,又Cumouinsも

Immunoallergicstadiumの 名称 を 用 い て

両 者 を免 疫 現 象 の相 違 と し て い る.と もあ

れ,結 核 ア レル ギー は本 実 験 の結 果 よ り見 る

に 膀胱 の結 核 性 病 変 を増 殖 性 の方 向 に 向わ し

め,免 疫 的 に作 用 して い る と言 う 事 が 出来

る.

この実 験 結果 よ り老 察 す る に,井 上 五 郎教

授 が,多 数 の結核 膀胱 の膀 胱鏡 的観 察 に 於 い

て,そ の膀 胱 に生 じた 個 々 の結 核 性 潰 瘍 を 良

く注 意 して繰 返 し観 察 し て居 る と、 時期 的 に

治 癒 的 傾 向 を示 す 事 を認 め て居 る事 や,又 結

核 腎 別 出に依 つ て膀 胱 の 結核 性 変 化 が何 ら治

療 を施 さぬ に も拘 らず 漸次 治癒 に 向 うこ と

や,更 に ア ウ トネ フ レ ク ト ミー の場合 に も膀

胱 の 結核 性 変 化 が 治癒 に赴 く事等 も亦,結 核

ア レル ギー の存 在 の た めに,最 早 結核 菌 の侵

襲 を 受け ぬ 時 は,局 所 の結 核 病 変 が 一般 に良

好 に進 展す るた め で あ ら う と思 惟 す る.

結 語

感作家兎に於いては,膀 胱再接種後早期に

於ける膀胱の変化は,非 感作家兎に比して遥

かに箸明なる滲出性 ア レル ギー炎像を示す

が,後 期の病変像は非感作家兎よりも明らか

に増殖性変化を示した・従つて結核アレルギ

ーは一般に膀胱結核に対して免疫的に作用す

るものと思惟する.
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第2章 大腸菌渡液の臆胱結核に謝する影響に就いて

G.Sanarelli(1924)及 びG.Schwartzman中 に牛 型RN型 結 核菌1mg含 有 す る如 く調 製)を

(1928>に 依 り発 見 さ れ た 所 謂SchwartzmahO・1cc(菌 量1/10mg)つ つ 注入 接種 レ24時 間 後

反応は,そ の後多数の人々に依つて研究 され

た結果,各 種の細菌櫨液に依つても起 こるこ

とが判明 し た・大腸菌櫨液 も勿論代表的な

Schwa.rtzman櫨 液である.

本反応 の病理組織学的本態はApitzに 依

れば血管内皮の変調であると言われている

従つてSchwartzman櫨 液である大腸菌櫨液

は一種の血管変調因子であると言い得る.

余はか 》る血管変調因子である大腸菌櫨液

が実験的膀胱結核に如何なる影響を及ぼす も

のなるかを検討せんとするものである.

買闘掃耕:1)実 験動物 としては体重2・5kg内 外

め主 として成熟雄性家兎 を使用した・

2}結 核菌としては牛型結核菌RN型(京 都大学

結核研究所 より分株)を 使用 しヂ之れ を岡 ・片倉培地

に3週 目毎に継代培養 し・その3乃 至4週 目の菌

苔より適宜採菌 して使用 した・

3>大 腸菌炉液 としては藤沢製薬より提供 された新

鮮コンムニン原液 を滅菌生理的食塩水 にて5倍 及び

2000倍 に稀釈して使用 した・

實験L結 櫓蓄大腸菌濾液浮溝液注入褄種後

大腸菊濾液静注實験

實駿 方法:家 兎4匹(Nr・35,36,37,38)を 使

用し・Nr・35、-36の2匹 にはそ の 膀胱後壁粘膜に

結核菌大腸菌炉液浮游液C5倍 稀釈 コンムニン液1cc

耳静脈 より5倍 稀釈コンムニン液を家兎体重rlkgに

付 き1ccの 割合で注射 した・IS(.Nr・37,38の2匹

には膀胱後壁部粘膜に,結 核菌のみ1/10mg・ つつ注

入接種 し対照家兎 とした・か くして接種後1ケ 月目に

空気栓塞法にて驚死せしめ膀胱を観察した・

實験成讃;(第1表)Nr・35(写 真13)肉 眼的に

は後壁部粘膜に強い潤濁性変性が見 られ戸その中心部

は壊死に陥つてい る 周辺部 には充血及び浮腫性腫脹

を伴つていた・亦大凡壊死部に一致 して微細結節より

なる集合性結節 の形成 を認めた・病理組織学的には粘

膜上皮細胞は脱落消失 している・粘膜壊死部では染色

性に乏 しく構造が明確でない.粘 膜下層部には著明な

小円形細胞の禰漫性浸潤 を認 め,且 類円形乃至不整円

形の類上皮細胞結節が多数認 められた 血管は拡張・

充盈し・且 内膜炎或いは周囲炎又は汎血管炎等の血管

炎の変化が著明に認められた・即ち動脈 では内被細胞

ぱ膨化・攣縮 ・配列不整等 の 変化 を 示し,内 膜・中

膜 外膜等の区別が明らかでな く・血管壁は線維素様膨

化 を来たして肥厚 し周囲組織 との境が明らかでない,

静脈では内被細胞は一部大型淡明化 し,類 上皮細胞に

酷似 しているのが見 られ,そ の配列 も不整 となり剥脱

している・従つて管腔は狭隆とな り,形 は不整形 を示

した.や は り血管壁 は 線維素様膨化 を来たして肥厚

し・且小円形細胞浸潤が見 られた.之 等の細胞浸潤は

著明なる血管周囲の細胞浸潤に移行 してい るビ亦粘膜

下層部には滲出液の組織内浸潤像が認められ・増殖性

変化は認め られなかつた・

Nr・36;肉 眼的にはNr.35と 大体 同様の変化が

第1表
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見られたが・この場合は周辺部の充血が稻強 く認めら 大の殆んど膀胱壁全層に及ぷ壊死が見られ,中 心部は

れた・病理組織学的に もNr・35と 同様薯明 な血管 潰瘍 を形成 している.周 辺部の粘膜には充血及び浮腫

系障害を伴つた滲出性壊死性炎の像 を示 した・ 性腫脹が認め られ,且 軽度に出血斑を伴つている,結

Nr・37・及び38(対 照家兎}:共 に後壁部粘膜に約 節形成は認め難い.病 理組織学的には粘膜下層及び筋

半米粒大の結核結節形成が見られ・その周 囲には環状 層にかけて小円形細胞の禰漫性浸潤が強 く,壊死部で

に軽度の浮腫性腫脹及び充血を伴つている・粘膜の変 は染色性に乏しく一様に汚繊淡紅褐色 に 染 り構造不

性乃至壊死は全 く認 め られなかつた・病理組織学的 明な り,周辺部では血管の拡張,充 盈が見 られ,且 血

には共に粘膜下層に比較的境界の明 らか なる病竈が 管炎像が著明に見 られた・血管内被細胞は変形 し,そ

認められた.中 心部は壊死に陥つて居 り周囲には類上 の配列は乱れ,血 管腔は狭窄を来たして不整形 を呈す

皮細胞層が囲澆 し,そ の更に周辺部には淋巴球及び線 る 血管壁は線維素様膨化を示して肥厚 し,小 円形細

維母細胞の浸潤 を認めた・血管には軽度の拡張像が認 胞浸潤を認める部分がある.亦 血管周 囲には形質細胞

められたが,血 管炎像は認められなかつた・ しかし血 及びその他の遊走細胞 よ り成 る著明な細胞浸潤が見

管周囲には形質細胞を初め単球・組織球・淋巴球等の られた・類上皮細胞結節は認められず,粘 膜下層か ら

細胞浸潤が見 られた・ 筋層にかけて類上皮細胞が淵漫性に認め られ,処 ηに

冒駿2.六 腸薗禰液翻注後,,再 注射・更に結核 〆集団 をなして集つている部分も見られた.又 粘膜下層

菌注入接種實駿 には結締織の膨化や滲 出液の組織内浸潤等,炎 症性浮

賢髄方法:家 兎4匹(Nr・39,40,41,42)を 使 腫像が見 られた.結 核菌は認 め難かつた.

用し・Nr・39・40の2匹 には5倍 稀釈大腸菌炉液Nr・401膀 胱は周囲の腸.腸 間膜,腹 膜等 と強 く

(コンムニン液)を 家兎体重lkglccの 割合で,耳静 癒着 して居 り,膀胱尿は比較的強い血膿性であつた.

脈注射 し・24時 間後に同様再注射 を行い・更に30膀 胱は頂部から後壁更に一部左右側壁部にかけて,膀

分後に膀胱後壁粘膜に牛型結核菌RN型1/10mg宛 胱壁全層に亘る高度の壊死に陥 り,後壁部に於いては

注入接種 した・又Nr・41・42の2匹 は対照家兎とし 穿孔部 を認めた.壊死部粘膜面には汚樵なる苔状壊死

て大腸菌瀕液注射 を行わずに 結核菌のみ1/10mgを 物が附着して居 り・且潰瘍形成が見られた.次 に膀胱

夫々後壁部粘膜に注入接種 する,か くして接種後21粘 膜全体に亘つて 充血が著明で且出血斑 を多数に認

日目に家兎を剖検膀胱を観察 した・尚大腸菌炉液の再 め,広 範囲に及ぷ粘膜の溜濁性変性 も見 られた.浮 腫

注射を行つた瞬間家兎はシヨツク様苦悶を起 して,一 性腫脹はさほ ど著明でなく,亦 結核形成も見 られなか

時的に非常に弱るが聞もな く恢復 し てこの 為めに死 った.病 理組織学的には壊死部では膀胱壁全層に亘 り

亡する様な事はなかつた・Nr・40は 結核菌接種後14染 色性少 なく,汚臓淡褐色に平等に染 り構造 も不明で

日目に病死したので14日 目の膀胱所見 を観察 した あった.周 辺部では粘膜下層から筋層にも及ぷ小円形

實駿 震績:(第2表)Nr・39・ 膀 胱 は 腸,腸 間 細胞の著明な浸潤があ り,これに混つて類上皮細胞が

膜,腹膜等 と癒着し・膀胱尿は血膿尿を呈する・肉眼的 散在性に認め られたが・類上皮細胞結節は見られなか

の膀胱粘膜所見としては・後壁部粘膜にかな り広い範 つた・血管の拡張・充盈・滲出液浸潤等・炎症性浮腫

囲に亘つて溜濁性変性に陥 り,その中央部は約示指頭 像が見られ・且血管炎像が著明であつた・結核菌は認
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め難かつた・

Nr.41及 び42(対 照家兎)肉 眼的には膀胱後壁

部粘腹に約米粒大の結核結節が認められ・その周囲に

は環状に軽度の浮腫性腫脹 を伴つていた・充血・変性

等の変化は見 られなかつた.病 理組織学的には・境界

の比較的明 らかなる類円形 の類上皮細胞結節が見 ら

れ,そ の周囲には淋巴球の浸潤が見られた・周辺部で

は軽度の血管拡張,充 盈を認めた結核菌は類上皮細胞

に一致 して無数に認め られた・

貿 験1,2の 小 括

以上実験1,2よ り明らかなる如 く,5倍

稀釈大腸菌濾液を2個 家兎膀胱 に作用せし

めた場合,換 言すればSchwartzmann型 反

応を加味する場合には,血 管系障害が著明に

現われ,従 って二次的に膀胱粘膜の著明な変

性及び壊死が認めらることが特長でさる,病

理組織学的にも血管の拡張,充盈は勿論,血管

い,Nr.46は 対照家兎として結核菌のみ膀胱後壁粘

膜に注入接種 した・

A法:2000倍 稀釈大腸菌炉液 を家兎体重1'kgに

付 き1ccの 割合で毎 日 重回皮下注射 しi7日 冒 に

牛型結核菌RN型1/10rngを 膀胱後壁粘膜に 注入、

接種する

B法=2000倍 稀釈犬腸菌炉液 を同様7日 間皮下

注射 し,結 核菌1/10mgを 後壁粘膜に注入接腫 し,

接種後 も同様に21日 間毎 日2000倍 大腸菌炉液を

皮下注射する・

C法:2000倍 稀釈大腸菌炉液 を体重 】kgに 付ぎ

1ccの 割で毎 日1回 耳静脈 より注射 し・7日 目忙牛

型菌1/1emgを 膀胱後壁粘膜に注入接種する か くし

て接種後1ケ 月目に家兎を剖検 ・膀胱 を観察 した・

貿瞼成績:(第3表)Nr,43肉 眼的 に は後壁部

粘膜に約碗豆大の増殖性傾向の強い硬結を触れ・粘膜

面より極 く軽度 に扁平に隆起してい る.充 血及び浮腫

性腫脹は全 く見 られなかつた・病理組織学的には境界

の明確なる細胞浸潤竈が処 々に見 られ中心部は」部仮

炎の像か強 く見られた.か くの如 く雌 系障 性駈 に陥つている都分があつた・・の櫨 浸瀦 の

害が離 に加味されるために,膀 胱の病変は 醐 には灘 母櫨 及び網目状の結㈱ 線御 増殖
血管の拡張が認められ・この浸涯竈を包囲してい る・増 強 され

,滲 出性 壊 死 性 炎 乃 至は 出血1生壊 死 や滲出液は全 く見 られず
・亦血管周囲の細胞浸潤 も軽

性 炎 の像 を示 した,之 れ に 反 して対 照家 兎 で 微であった.

は変性,壊 死等を認めず,結 節形成が見られ

病理組織学的にも血管系障害像 も殆 ん どな

く,増 殖性炎を示す部分も認められた.

實騎3・ 六 腸 菌濾 液 と結 核 薗 との種 々の注 射

法 によ る實 験

實励 方法:家 兎4匹(Nr.43,44,45,46)を 使

用 し・NL43に は次 に述 べ るA法,Nr.44に は

B法 ・N・ ・45に はC法 に て 夫 π 結 核菌 接種 を行

Nr.441肉 眼的にはNr.43と 同様増殖性傾向の

強い硬結を触れる.充 血・浮腫性腫脹は勿論認めなか

つた・組織学的には粘膜下層部 に類上皮細胞 より成る

境界の明確なる不整形の細胞浸潤竈あ り・周囲にはや

はり線維母細胞の増殖及び網 目状 を呈 した 結締織線

維の増殖 が見 られ病竈を包囲している 周辺部には小

円形細胞の浸潤が 認め られる も炎症性浮腫像は全 く

認めなかつた,

Nr.45:(写 真16)肉 眼的には後壁粘膜に増殖性
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写 真13.

・憩
、メ

騨
縞

叢

蕪

聾 擁 嬢駐 聡 　.
二舜

・ノ抑 隻 繕

鷹鑓 動

家兎Nr.35の 標本(血 管炎像)血 管壁には

線維素様膨化 を認め,内 被細胞は剥脱 し,管

腔 も狭 くなつている・血管膜 自身及び血管周

囲には著明な小円形細胞浸潤が認 められる.

写 真15.

対称 家 兎Nr.46の 標 本 であ る.

Nr,43に 比較 して細胞浸濡 竈 の境界 不明 で

増殖 性傾 向 が少 い.亦 細 胞浸潤 も著 明で滲 出

性封 像 を示 してい る.

写 真14.
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砺r

家兎INr.4」.2000倍 大 腸 菌 濾 液 を7日

間皮下注 射 した家 兎Nr.43の 標 本 であ る・

境 界の 明 らか な る細 胞浸潤 竈 が 点在 してい

る・即 ち増殖 性傾 向 が強 い・

写 真16

灘 羅
畿 嚢謹

家兎Nr.45の 標本

結締織母細胞及膠原線維 の 増殖が 明らかに

認め られる
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写17真

家 兎Nr.46(対 照)の 標 本 であ る.

結核 性 病竈 内及周 囲部 に も 結 締織 の 増 殖 は

認 め られな い.

の強い結節形成 を認めた・周囲粘膜には充血及び浮腫

性腫脹は見られなかつた.組 織学的には粘膜下層に,

類 円形の境界明 らかなる類上皮細胞結節が見られ・結

締織母細胞及び膠原綜維の堆殖が明 らか に認 められ

て結節部 を包囲していた.血 管系の障害及び浮腫像等

は見 られず・強い増殖性炎の像を示した・

Nr46(写 真15及 び17)後 壁部粘膜 に隆起せ

る約小豆大の結節形成が見 られ・その周囲には充血は

認め られなかつたが,環 状 の 浮腫性腫脹を伴つてい

た・病理紅織学的には粘膜下層に禰漫性の小円形細胞

浸潤を認めた・病竈部は中心部壊死に陥 り,之 れを囲

緩 して類上皮細胞層があ り・その外側には淋巴球及び

紛維芽細胞の混つた細胞浸潤層を認めた.周 辺部では

血管の軽度の拡張及び充盈像が見られ・且滲出液 も認

めた.

實 験3の 小 括

母細胞や膠原線維乃至結締織の増殖が明らか

に認められ,結 節部がよく包囲されている像

が見られた.即 ち治癒像を明らかに認めた.

総括並びに考按

実験1,2,3.の 成績 より見 るに,5倍 稀

釈大腸菌漉液を家兎膀胱 に 対して2回 作用

させる如き操作を加 え た場合,換 言すれば

schwartzman型 反応を加味せる場合には,血

管系障害が著明に認められ,肉 眼的には膀胱

粘膜に充血,浮 腫,出 血性変化か ら更に変性

壊死等の変化が認められた,病 理組織学的に

は血管炎の像が著明に見られ,小 円形細胞の

禰漫性浸潤が強 く,類 上皮細胞結節は認めら

れず類上皮細胞も散在性に処々に見られた・

即ち滲出炎の像が強 く見られた.

次に2000倍 稀釈大腸菌涯液を頻回家兎に

注射 して置いて,膀 胱に結核菌を接種した場

合は,膀 胱の結核性変化は著しく増殖性変化

を来 した・即ち肉眼的には膀胱粘膜に炎症性

浮腫や充血は全 く認められず,薯 しく増殖性

変化の強い硬結又は結節形成が認められた.

亦組織学的にも境界の明らかな類上皮細胞結
コ

節が見られ,結 締織母細胞の増殖や,膠 原線

維結締織線維の増殖 を認め,結 節部 を包囲

していた.血 管の拡張,充 盈や血管炎等の変

化は認められず,滲 出液の浸潤 もなかつた.

即ち大腸菌涯液の大量注射時には,膀 胱の

結核性病変は著明に滲出性で増強の傾向が強

いが,小 量注射時は逆に結核性病変は著明に

増殖性で治癒傾向を示した.

Schwartzman現 象の病理組織学的本態は

本 実 験 の結 果 よ り見 る と・2000倍 稀 釈大Apitzに 依 れ ば 「血 管 内皮 の 変 調 」Endo一

腸 菌漉 液 を皮 下 或 は静 脈 注 射 した家 兎 に於 いthelumstimmungと 言 わ れ て い る.従 つ て

て は ・ そ の膀 胱 結核 像 は 肉眼 的 には 充 血,浮SchwartZman現 象 を起 こす 大 腸 菌 漉 液 は血

腫 性 腫脹 等 の変 化 は全 く認 め られ ず ・ 増殖 性 管 変調 因子 で あ る.か 》る大 腸 菌 涯液 が大 量

傾向の強い硬結性変化或は結節形成が認めら

れた.亦 病理組織学的に も血管 の 拡張,充

盈 滲出液の浸潤等はなく,境界の明 らかなる

類上皮細胞結節を認め,そ の周囲には結締織

に注射 された場合には,血 管障害を著明に起

こして結核病変を増強せしめる.し からば血

管障害因子の介入が何故結核性病変を悪化せ

しめるか と言 うに,馬 杉に依れば結核 アレル
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ギー炎は,組 織細胞に於けるアレルギー性変 定して,毛 細管抵抗値の上昇する場合は治癒

化が主像であるが・この場合結核菌体よりの 効果が著明であり,下 降すると病巣の悪化を

毒素の作用に依つて,軽 度の血管性アレルギ 見,網 状織内被細胞系への刺戟が好適なれば
一性変化即ちAfthfis現 象をも伴 つ ている 毛細管抵抗値は上昇し,過 度 となると疲労す

と言われる.一 方緒方富雄に依ればSchwa一 るために下降を見るのであろうとしている.

rtzman滅 液大腸菌濾液はArthtts現 象を増 一方実験的にも滝沢,緒 方等は2000倍 稀

強或は促進さす作用があるとしている・以上 釈大腸菌櫨液が肺に於ける結核性変化を抑制'

の説より考えるに,大 腸菌濾液の大量を注射 することを認めて居 り,少量のSchwartzman

する場合には血管障害を起 こす為に,こ の組 濾液注射に依る組織反応の変調の結果 と解す

織アレルギ「・に伴つている血管性 アレルギー べきであろ うとしている・

を著明に増強促進せしめ,従 つて組織アレル 余の実験に於いても大腸菌櫨液の少量を頻

ギ甲を主とする結核性変化をして血昏性 アレー回注射 した場合,膀 胱の結核性変化が対照家

ルギrを 主とする変化へ と移行せしめ,且 血 兎のそれに比較して薯明に増殖性変化を示し

管系障害の結果二次的に組織の栄養障害を来 たのは,少 量の大腸菌濾液注射が,網 状織内

たして変性壊死に陥らしある.そ の結果膀胱 被細胞系に好適の刺戟を与え,毛 細血管の抵

の結核性変化は増強増悪して,著 明な滲出性 抗値の上昇を来たしたために血管のアレルギ

壊死性結核像を示すに至るものと思惟する・ 「性変化 を 抑制し,一 方 組織球 類上皮細

次に大腸菌櫨液の少量が頻回注射されると 胞,線 維芽細胞等の遊走或は増殖を来たして

きは,逆 に血管の抵抗性が増進するこの事実 増殖性変化を示したのであろうと思惟する・

は 「Gross一緒方の効果」 とし て 一般に知ら
結 語れた現象である.

亦永島に 依ると600倍 稀釈大腸菌濾液を 大腸菌濾液の大量注射の場合は血管系障害

家兎体重lkg,1ccの 割で4時 間毎に6回 を来たし,た めに膀胱の結核性病変を増強せ

分割注射すると皮膚血管の抵抗が認められる しめたが,少 量頻回注射の場合は逆に結核性

様になり,熱 傷が起 らずと言い,小 堀,池 永 変化を抑制し・治癒方向へ と向わ しめた・

等は'V.Borbelyの 方法 で毛細管抵抗を測

第3章 膀胱結核の混合感染に關す る貿験的研究

由来腎結核尿は酸性無菌性膿尿 とされてい グラム陰性桿菌等を挙げて居 り,小林(1939)

る・本邦に於ける花井(1942)の 腎結核尿中の も腎結核に於ける大腸菌の混合感染に注目し

細菌学的検索に依つても,就 腐菌は膀胱尿に てその治療に就いて述べている・

於いて鏡検的に約8%,培 養検査で約24%,し かしながら膀胱綜核の混合感染像或は二

腎孟,空 洞内容に於い℃は鏡検的にも培養的 次的感染に就いての臨床的検索は殆んど無い

にも∫約4%証 明せるのみにて殆 んど認め 現状である.実 際膀胱結核尿中に細菌を証明

られないとして,腎 結核尿の無菌性膿尿に賛 した場合,直 ちに混合感染或は二次的感染 と

意を表している.断 定するわけには行かめが!上 述の如 く,短

亦一方東北大学 の.発表(1.931)に 依 ると 時 日にして膀胱の結核性病変が増悪 し・高度
100例 中13%に 二次 的感染 を 認め,感 染 の萎縮膀胱に陥る揚合もあることは,ア レル

菌として緑膿歯,連 鎖状球歯,葡 萄状球菌,ギ ーに起因する個体差の問題以外にやは り膀

肺炎pa、一腐 敗菌t'大腸菌,グ ラム陽性球菌,胱 病変を増悪せしめる因子 として,混 合感染
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或は二次的感染が重要な意義を有するものと

思惟する・

以上の如き観点よりして余は実験的に家兎

膀胱に混合感染を行つて,そ の膀胱結核像に

対する影響を検討 し,膀 胱結核に於ける混合

感染の意義について考察を加えんとするもの

である.

資 駿材 料:1)實"rm物 体 重2.5kg内 外 の成

熟 家 兎 を使 用 した.

2)結 棲 薗:牛 型 結核 菌RN型(京 都大学 結 核研

究所 より分 株1を 岡 片 倉培 地 に て 継 代 培養 し,そ の

3～4週 目の菌苔 よ り採菌 して使 用 した.

3)混 合感染 菌;普 通 大腸 菌 及 び 黄 色萄葡 状球 菌

の2種 を使 用・即 ち寒天 斜 面培 地で培養 し・そ の18

乃至20時 聞 目の菌苔 よ り採 菌 して使 用 した.

4)混 合 潭游 液 調 襲:上 記 の結 核菌 をtSffの 乳鉢 及

び乳棒 を用い て充分 破砕 磨滅 し・之れ に生 理的 食塩 水

を滴下 しつs充 分混 和 し・生 理的 食塩 水lcc中1mg

を含 有す る如 く調整 す る・一方普通 大腸 菌・ 黄色萄 葡

状球菌 も夫 々寒天 培地 よ り5白 金 耳(5mg)を と り,

各生理的 食塩 水1cc中 に充 分 よく湿和 し平等 浮游 液

を調 製す る・か く して 結 核菌浮游 液0・5ccと 大腸 菌

浮游液O・5cc,又 結核 菌浮游 液0・5ccと 萄 葡状 球 菌

浮游液0.5ccを 夫 々充 分 に混和 して結 核菌大 腸菌混 合

浮游液 及 び結核 菌萄 葡状 球菌 混合浮 游液 を調 製す る.

實 賄1.混 含浮游 液 注入接 種 によ る實騒

實編 方法:成 熟 家兎5匹(Nr.47,48,49,50,51)

を使 用 し・Nr・47,48の2匹 に は次 に 述べ る接 種

法H法 を用い ・Nr・49,50の2匹 には1法 にて

接種し,Nr.51は 対照 として1法 にて 接種し・一接

種後1ケ 月目に空気栓塞法にて魏 し,膀 胱を捌 出観

察する.

H法:膀 胱後壁粘膜に 結核菌萄葡状球菌混合浮游

液(生 理的食塩水lcc中 に結核菌0・5皿9及 び 黄色

萄葡状球菌2・5mg.含 有)0・1ccを 注入接種す.【

1法:膀 胱後壁粘膜に結核菌大腸菌混合浮游液(生

理的食塩水1cc中 結核菌O.5mg及 び 普 通 大 腸菌

2・5mg含 有)O・lccを 注入接種す・

J法:結 核菌浮游液(生 理的食塩水lcc中 牛型結

核菌0.5mg含 有)0.1ccを 幽 胱後壁部粘膜にimA,接

種す・

貿駿 成績1第4表}Nr・47:(写 真18及 び19

参照)接 種後31時 間目に死亡した・直 ちに膀胱 を別

出観察するに,膀 胱尿は強い血膿尿 を示 し,膀 胱粘膜

全体に高度の充血及び浮腫を認め・後壁から頂部にか

けて広範な血腫の形成を認めた・ヌ多数の点状の粘膜

出血斑 も見られた 後壁部には壊死が見 られ・粘膜上

皮下に汚臓黄色の壊死塊が認 められた・尚結核性変化

は認められなかつた 病理組織学的には壊死部 では膀

胱壁全層に亘つてヘマ トキシリン・ゴオジン染色で,

汚樵淡紅褐色に一様に染 り・細胞構造が 明 ら か でな

い.血 管は高度に拡張・充盈し・組織内に無数の赤血

球の浸 出と,之 れに混つて多核白血球 が認められた ・

且組織内 には 滲出液 の 組織内浸潤像 が 強 く 見られ

た・これ らの激 しい出血性炎の変化は膀胱壁全 層に亘

つて認められた・しか し尚結核を特長づける組織像は

認められなかつた・

Nr.48:膀 胱は周囲の腸・腸間膜・腹膜等 と可成

り強 く癒着してい る・膀胱後壁粘膜は約米粒大の結節

形成が見 られ,之 を中心として可成 り広い範囲の粘膜

第4表

家及
兎接
番種
号法

肉 眼 的 膀 胱 粘 膜 所 見 膀
胱
壁
肥
厚

周・謙

囲癒壁消
'1弾

と着 力失

病理組織学的所見

備 考充

血

出
血

1斑

血薩寧
腫 性脹 性1節成

1

結形

柑

藩変陣
性化 死

_陣
潰形膿胱

瘍成1尿丞
5

一-

緬浸

胞潤

出変
血
性化

血拡

管充

血
管
炎

浮
腫

,像

壊

死
47

H法
48

H法
49

1法
50

1法

51

J法

帯 十ト ・階

一1一

冊

十

土

→1一

±

十

什

帯

十

冊

帯

→1-十

升 一 〔

十 冊 十 士

十ト 十

+甘

十 十 十

士

十 十 十十 十ト

十 細ト

十 斗階

一1一 細

惜

帯
31時 間 目

朴 死亡

十 十 十 十

十 十 十 →一

一lt-H一 斗←

士 土

・ 琶 日目死
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に溜濁性変性が見 られ且その範囲 の膀胱壁 は 著明に

、肥厚して居て弾力性がない・亦浮腫性腫脹 も認められ

る.病 理組織学的には粘膜下層 の み な らず,筋 肉
ク

愚 更セミほ察液腺層ぺも著明な小円形細胞浸潤が見 ら

れ身且極 ぐ少数の多核白血球も混在する 結節部は中

心部嫉大きい壊死竈を形成し・その周辺部には類上皮

細胞層の形成 を見「璋界}≠不明で周辺部の淋巴球浸潤
』へ老移行して矯る

.血 管は 拡大 し,血 管炎の像が著明

で.血 管周囲には小円形細胞の浸潤 が強い・又組織内

には滲出液の浸潤が認め られ,薯 明な滲出性炎の像 を

示している・.

翼r・49二 ・肉眼的にも病理組織学的に も,Nr.48

と路 々同様の変化 を認あたが・膀胱粘膜の浮腫性腫脹

は軽度であつた.

NL50-:接 種後11日 目に死亡した.膀 胱尿は軽

度に血膿性 を示 し,後壁粘膜には約半米粒大の結節形

戒 あり・周囲には軽い充血並びに浮腫性腫脹 を認め粘

膜の変性及び浸潤性変化を伴つている 周囲 との癒着

及び膀胱壁の肥厚は軽度であつた・病理組織学的には
[粘膜下層のみならず

,膀 胱壁全層に亘 る著明な細胞浸

潤が見られ;粘 膜下深層部に中心部壊死に陥つた類上

皮細胞結節を認めるも境界不明である・又全層に亘つ

て処々に類上皮細胞が散在性に認められた・血管は著

明に拡張充盈を示 し・血管炎像 も強 く・亦浮腫像も比

較的強い.

Nr・51:(写 真18)対 照家兎である. .肉眼的には

後壁粘膜た約半米粒大の結節形成があ り,そ の周囲に

は軽度の環状の浮腫性腫脹 を伴つていた・病理組織学

的には主として粘膜下層部 に 淋巴球を主とせる禰漫

性の円形細胞浸潤を認めた.結 節部は類上皮細胞結節

よ'り成 り・周囲には淋 巴球層が囲締 している・周辺部

では軽度に血管拡張像及び 血管周囲 の細胞浸潤が見

られ るが,血 管炎像は認 あなかつた.

職2・ 前法「二更1二蝿合褄種をそテし、たる實騒

實臓方法:、 成熟家兎5匹(Nr.52,53,54,55,56)

を使用し・Nr,152、53の2匹 には 接種法H法 を

用い,Nr.54,55の2匹 には1法 を用い,Nr.56

にはJ法 を用いて接種すること は 実験1と 同様 な

るも・本実験に於いては膀胱頂部及び後壁部 と夫 々2

ケ所に混合接種を行い.接 種後3)日 目に家兎を発 し

て膀胱を別出観察した・

實腋成綻:・(第'5表)Nr.52:接 種後3日 目に

死亡した・膀胱は周囲 との癒着は軽度で,膀 胱尿は中

等度に血膿性を示 した.膀 胱壁の肥厚はなく僅かに弾

力性が消失 していた,膀 胱粘膜は全般的 に著明に充血
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し,頂 部に血腫形成が見 られ,後 壁部に約碗豆大の膀

胱全層に及ぷ壊死があり,之 れを中心として周辺部粘

膜には潤濁性変性が認められた.頂 部で も接種部位に
一致して約碗豆大の粘膜変性 を認め,周 辺部には浮腫

性腫脹 を伴つてい る.病理組織学的には粘膜下層のみ

ならず膀胱壁全層に亘つて,多 核白血球及び単球・組

織球等の遊走細胞浸潤が著明セ,且 散在性に類上皮細

胞及び淋巴球浸潤 も認めた.壊 死部では染色不良で細

胞構造は明らかでなく,又頂部の血腫部では組織内に

無数の赤血球の集積 を認めた.亦 粘膜下層部のみなら

ず筋層部に於いて も,血管の拡張,充 盈,滲 出液の浸

潤等炎症性浮腫像 が 見 られ,又 血管炎像 も認 められ

た.

Nr531(写 真21)膀 胱は周囲 の腹 膜・腸及び腸

間膜等 と高度に癒着 し別出に困難 を極める・膀胱壁は

全般に薯明に肥厚 し,そ の伸展性 を殆んど消失 して萎

縮膀胱の状態を呈する・内尿道口部にて膀胱 を切断別

出し・膀胱容量を測定するに約19ccの 容量を示すに

過ぎない・膀胱粘膜は全面に亘 りて光沢全く消失 し・

灰白色を呈して淘濁性変性に陥つている 頂部には約

半米粒大の深い潰瘍 が形成 され,そ の周辺部は噴火 口・

状に隆起し触診するに硬結 を触れる 後壁部 には約米

粒大の結節形成が見 られ・周囲には浮腫性腫脹 を伴つ

ている・病理組織学的には粘膜上皮は脱落消失 し1)・

潰蕩部では粘膜下層部が殆んど脱落消失している・潰

瘍底部 では小円形細胞に混 つて多核白血球 が 多数に

認め られる.小 円形細胞浸潤は粘膜下層部は勿論 筋

肉層か ら更に漿液膜層にも強 く禰漫性 に波及してい

る.後 壁部の結節部 を見ると境界不鮮明な類上皮細胞

結節で,中 央部は壊死に陥つてい る・周辺部では滲出

液の組織内浸潤像が見られ る・血管は強 く拡張 し,且

血管炎の像が著明である・即 ち動脈壁は継維素様膨化

を来たし著明に肥厚する・内被細胞は変形 し剥離乃至

は脱落 している,た めに血管腔は不整形を示 し狭 くな

つている・中膜では筋細胞核は染色性不良・核配列不

整で,硝 子様化 を示すものがある・血管周囲には形質

細胞 を主とする各種遊走細胞浸潤が 著明 に認 められ

る.静 脈に於いて も同様線維素様膨化が見 られ,且 内

被細胞にも同様の変化 を認め,又 肥厚せる血管壁には

小円形細胞浸潤 を見るものがある 血管周囲にはやは

り細胞浸潤が著明に見 られ る,

NI・.54(写 真20)Nr.53と 同様膀胱は周囲組

織との癒着高度で別出に困難を極める.内 尿道 口部 で

切断別出するに膀胱壁は著明に肥厚し・その伸展性消

失 している 膀胱容量は約12ccを 示すのみで高度の

萎縮鰍 に陥つている 職 粘膜は全体に亘つて欄

性変性に陥 り,光 沢消失 し浮腫性に腫脹 している 頂

部及び後壁部には夫々微細結節の集団よ り成 る 浸潤

性変化が見られ,そ の中心部 には軽度 の 壊死 を認 砂

る.病 理組織学的 には膀胱壁全層に亘つて小 円形細胞

浸潤が強 く二散在性 に類上皮細胞 を認 める・又処々に

少数の多核白血球 も認められる.浸 潤部 を見ると境界

不鮮明な類上皮細胞浸潤寵 を多数認 め,之 れに混つて

淋巴球の浸潤が 強い.血 管はNr・53同 様血管炎像

が著明で,且 浮腫像 も強 く認め られ る・

Nr.55接 種後7日 目に死亡する・膀胱は周囲 と

の癒着軽 く膀胱壁の肥厚 も強 くない,膀 胱尿は廊膿性

を呈する・膀胱粘膜 は頂部及び後壁部に夫 々約大豆大

の粘膜変性を認め・その周囲部には充血及び浮腫性腫

脹を伴つている,尚 定型的の結節形成は認め難 く・粘

膜変性部 に一致 して軽度 の浸潤性硬結 を触 れるに過

ぎない・病理組織学的には粘膜下層のみならず,笛 層

に も著明な多核白血球,単 球,組織球,類上皮細胞・淋

巴球等の爾漫性浸潤 を認める,浸 潤性硬結部では上記

の多核白血球の浸潤竈 があり・且各種の遊走細胞及び

類上皮細胞の浸潤がことに著明である.血 管の拡張充

盈は著明で・一部小静脈 より赤血球 が組織内に滲串す

る出血性像が見 られた・又血管炎像 も認め られ,滲 出

液の浸潤像 を見 る 壊死は認 められなかつた・

N;・561結 核菌のみ接種 した 対照家兎であみ 膀

胱所見としては頂部及び後壁部 の粘膜 に 夫π約半米

粒大の結節形成 を認 め,そ の周囲粘膜に軽度の充血及

び浮腫性腫脹 を伴つている.病 理組織学的 レξ}ま頂部後

壁部共に粘膜下層部 に 大型類 円形 の 比較的境界の明

らかなる類上犀細胞結節 を認める.そ の中心部は一部

壊 死に陥つている・ 周囲には主 として淋 巴球より成

る小円形細胞浸潤が見 られる.血 管は軽度 に拡張して

血管周 囲には細胞浸潤が認め られた.

穂括並びに考按

実験1及 び2の 成績 よりして大腸菌或は

黄色葡萄状球菌の混合感染を起 こさせた場合

の膀胱の変化は結核菌単独接種の場合の膀胱

の変化に比して甚だ高度で,そ の特長は血管

系の障害が箸明に見 られ,滲 出性の結核像を

強く示 したことである.即 ち混合接種後間も

無く大腸菌或は葡萄状球菌に依ると思われる

急性の激 しい膀胱炎を起こし,そ のたあに家
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騨鞠

團

写 真18.

'り4～

擁 難

家 兎Nr・47・(右)

家 兎Nr.51.左(対 称)

向 つて右 は 結 核菌 兼葡萄 状球 菌 の 混 合接 種

の場 合の膀 胱 の変化 で あ る・

著 明 な 出血性 変化 を 示 す・ 又後 壁部 に 壊

死(N.)を 認 めた・即 ち出血性壊 死 性膀 胱炎

像 を呈す・

向 って左 は対 称家 兎膀胱 で 後壁 部 に 結 節形

成(T・)を 見,そ の周 囲に軽度 の浮 腫 を伴 つ

てい る.

写 真20.

響 灘
賦.

家兎NL54(血 管炎像)

中央部に血管炎像 を認める・

即 ち血管壁は線維素様膨化 を来 して肥厚 し.

内被細胞は剥離及び脱落している.た めに血

管腔は不整形 を呈 し著 しく狭隆 と なつ てい

る.

血管周囲には形質細胞を始め・各種遊出細胞

の著明な浸潤 を認める.

写 頁19.

写 真19.

家 兎Nr.47の 組織標 本 な り'

写真 の 中央部 に薯 明に拡 大充 盈 し た 静 脈 が

見 られ,血 管 壁 は破壊 され てい る.ヌ 周 辺部

の 組織 内に も無数 の赤 血球 を認 め・多核 白血

球 も多数 湿在 して認 め られ る・

写 真21.

家兎Nr・53

血管炎像(強 拡大)な り血管 壁は織維素様膨

化 を示し・内被細胞は膨化し,配 列不整で管

腔は狭隆 となつてい る・筋細胞核は染色性不

艮で配列 も不整で筋層も肥厚 し,一 部硝子様

化 する像 も見 られる・血管周囲には細胞浸潤

が著明で・血管外膜 と周囲組織 との境ひが明

らかでない・
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兎が死亡する場合 が ある.家 兎Nr・47,52す るに僅かに10cc～12ccの 容量を示すに過

は夫々混合接種後31時 間目及 び3日 目に ぎなかつた。因みに結核菌単独接種家兎の膀

死亡したが,そ の膀胱の変化は高度の出血性 胱容量は約100cc内 外である.

急性膀胱炎の状態で,膀 胱粘膜には高度な充 以上述べた如 く混合接種の場合は,高 度な

血,血 腫形成,出 血斑,炎 症性浮腫等著明な 血管系障害を起して結核性変化を拡大増悪せ

血管系障害を主像として居 る.し かし未だ結 しめ,従 つて膀胱は高度の病変を示すに至る

核性変化は認められなかつた.の である.こ 、に於いて使用した混合感染菌

接種後7日 目及び1!日 目に それぞれ死 の大腸菌毒素は・第2章 の実験結果よりも

亡したNr.55,50の 家兎の膀胱では,Nr.明 らかなる如 く血管性変調因子であ り,又 葡

47,52の 家兎に於いて見られた如 き急激 な 萄状球菌毒素も亦一種のSchwartzman濾 液

る膀胱炎像は消退し,肉眼的にも粘膜の充血,と されて居 り,従 つてやは り血管性変調因子

出血性変化,炎 症性浮腫等の血管系障害像は である・

可成 り消退しているが,粘 膜の変性が認めら 故に之等の細菌を結核菌 と混合接種する時

れる様になり,膀 胱壁の肥厚及びその伸展性 は・先ず混合感染菌の毒素に依 り組織細胞は

減退が認められる.病 理組織学的には多核白 勿論の事血管系に も大なる障害を与え・結核

血球の外に組織球,淋 巴球,類 上皮細胞等が 菌に依 る主 として組織細胞に於けるアレルギ

著明に認められるが,こ れらの細胞が粘膜下 一炎 を血管性アレルギー炎へと移行せしめ・

層部に限局性の浸潤竈を形成することなく,且 血管障害の結果二次的に組織の栄養障害を

膀胱壁金層 に亘つて広く禰漫性 に認められ 来たして組織の抵抗性 を 著明 に 減弱せしめ

た・ て,ヒ ーペルエルギー性アレルギー炎はヒポ

接種後死亡せずに1ケ 月後驚した家兎の膀 エルギー性アレルギー炎 となり・結核性変化

胱変化は,粘膜の充血,炎症性浮腫等は軽度で は増強・増悪して滲出性・壊死性炎の像を呈

あるが,粘膜の変性,壊死が著明に認められ,し 粘膜下層のみならず膀胱壁全層に波及し・

膀胱壁の肥厚も強 く,そ の伸展性は消失し,膀 胱壁は薯明に肥厚してその伸展性を消失し

且膀胱は周囲組織 と強 く癒著して居た.病 理 て萎縮膀胱に陥つたものと思准する・従つて

組織学的にも滲出性傾向が著明で,類 上皮細 膀胱結核を増悪せしめる因子 として・混合感

胞結節も境界不鮮明であ り.類 上皮細胞,小 染は重大なる意義を有するもの と言 う事が出

円形細胞等の著明な細胞浸潤を認め,こ の細 来る・

胞浸潤は膀胱壁全層に禰漫性に認められた,

血管の拡張,充 盈等は混合接種後間もなく死

亡 し嫁 兎に比べると,醸 であるが,雌 結 語

炎の像が著明に認められた・ 家兎膀胱に結核菌兼大腸菌或は結核菌兼黄

即ち結核菌単独接種の家兎膀胱の変化に比 色葡萄状球菌の混合接種を行 うと
,結 括菌単

べると瀦 核性変化購 明に酬 性 となり
・ 独羅 の場合に比べて,そ の膀胱の結灘 病蠣 囲

に且膀雌 全層題 つて瓢 し 血管 変魎 めて高度 と妙2ケ 所
に飴 接種を

系障害の結果・変性・壊死に陥 り・ために膀 行つた場合には高度の萎縮性膀胱に陥つた .
胱壁は著明に肥厚してその伸展性を消失し萎 即ち混合感染は膀胱結核を増悪せしめる大な

縮性膀胱 となつている.こ とに2ケ 所 に混 る因子 と言 う事が出来 る.
合接種を行ったNr・53,54の 家兎 で は高

度の萎縮性膀胱に陥 り、その膀胱容量を測定
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ホ 篇 の 結 論

1)個 体の結核アレルギー下に於いては,務

胱の結核性変化は初期には著明な滲出性を示

し速かに壊死竈を形成するも,後 期の変化は
一般に増殖性変化を来 たし免疫的 に発展す

る.従 つて結核性アレルギーは個体の防衛状

態であると言 う事が出来る.

2)大 腸菌櫨液の大量注射時は血管系障害

が著明に見られ,膀 胱の結核性病変は増強増

悪されたが,大 腸菌濾液の少量注射時は血管

系障害は認められず膀胱の結核性病変は著し

〈増殖性変化を来たした.

3>混 合接種を行つた場合は結核菌単独接

種の場合に比して血管系障害が著明で,膀 胱

病変は極めて高度 となり,2ケ 所に混合接種

を行つた場合は高度の萎縮膀胱にまで立ち至

った.

4)以 上の実験 より膀胱結核を増悪せしめ

る病理組織学的本態は血管系障害である.即

ち血管系に障害を与える如 き因子は膀胱病変

を増悪せしめると言 う事が出来 る.

(文献 は 最 終 篇 に 譲 る)




